
２０１７年 １月２４日

国立大学法人富山大学

学長 遠藤 俊郎 殿

富山大学教職員組合

中央執行委員長 広瀬 信

団体交渉の申し入れ

下記の事項について団体交渉を申し入れます。

記

1. 日 時 2 月中、2 回、各 1 時間程度

2. 場 所 富山大学事務局会議室

3. 出席者 大学側：学長、人事労務・財務担当理事、大学改革問題担当理事、

事務局

組合側：中央執行委員、分会役員、その他組合員

4. 要求事項 別紙の通り

5. 交渉事項

（１）要求事項３について

学長、大学改革問題担当理事の出席の下、1 時間程度

（２）その他の要求事項について

事務方と事前折衝を行い、交渉事項を絞った上で、1 時間程度

以上



2017 年 組合要求項目

１．富山大学に優秀な教員を確保するため、教員給与の、同規模私大との大幅な格差(教授

で月 10 万円以上)を改善するよう要求します。

２．富山大学職員の平均給与が国家公務員平均の 88.7％（2015 年度）しかないことを直視

し、職員の昇格の改善、特に 5 級ポストの増加を要求します。その一環として、地元採用

職員の士気を高めるため、課長級ポスト以上への昇任を拡大するよう引き続き要求します。

３．新学部・教養教育院設置のために予定されている教員人件費ポイントの移動が実施さ

れた場合に、既存学部において、

①昇任人事で不利益が生じないように特別な措置を講ずるよう要求します。

②根幹的なカリキュラムの実施のため必要とされる補充人事ができなくなった場合、大

学として非常勤講師の手当を行うこと、あるいは一部の教員に過重な負担が生じたときは、

当該教員に対しこれについての補償をすることを要求します。

③補充人事等ができなくなることにより、入試業務などで一部の教員に過重な負担が生

じたときは、当該教員に対しこれについての補償をするよう要求します。

４．教員評価システムを、査定昇給に性急に利用することに反対します。評価基準の作成

に当たっては学問分野の違いに配慮し、運用にあたっては、上位の人と下位の人の格差が

あまり開きすぎない運用方法を工夫すること、評価への異議申立権の保障を要求します。

５．大学の教育研究機能を改善するため、法人化以降削減された、恒常的教育・研究費の

増額を要求します。

６．大学の教員等の任期に関する法律による任期制や、労働基準法による 5 年有期雇用の

違法不当拡大適用に反対します。任期付き教員に関する適正な再任制度の整備・運用を要

求します。

７．時間外労働の削減、不払い残業の根絶を要求します。

８．教室系技術職員(施設系を除く)の要求

①教室系技術職員の職務と職域の多様性を鑑み、それらを生かす評価制度を早急に確立

してほしい。

②技術専門員への昇格を技術部技術長在職者に限定しているが、同等以上の評価を得る

者にも対象範囲を広げてほしい。

③事務職員と比べ職のポスト数が対職員数比で明らかに少ないので、早急に改善してほ

しい。

９．長期継続雇用している契約職員の給与の改善、また、常勤職員化を実現するため、こ

れまでの勤務実績を加味した選考採用試験の実施を求めます。

10．契約職員、パート職員の 3 年雇い止めの廃止、当面 5 年への延長と無期転換の実現、

パート職員へのボーナスの支給を要求します。

11．附属病院の労働条件の改善、看護師が定着できる働きやすい職場づくりを要求します。

そのために、不払い残業の根絶、有給休暇取得の改善、余裕をもって 7 対 1 看護の基準を

満たせる看護師数の確保、医療・看護職員の給与・手当の充実、特に夜間看護手当増額の

早期実現、学内保育所の定員増と利便性の向上を要求します。

12．職場におけるハラスメント（パワーハラスメント・セクシャルハラスメント等）を防



止する取り組みの強化を求めます。

13．男女共同参画を推進し、「次世代育成支援対策推進法」の趣旨に添った労働条件・労

働環境の改善をすすめることを要求します。「おじいちゃん・おばあちゃんの育児休暇」

の導入を要求します。

14. 育児中の教員等への、ヘルンシステム、物品入力システムへの VPN 接続の許可を求め

ます。

15．寒冷地手当、持ち家手当の復活を要求します。

16．サバティカル・リーブス制度の導入を要求します。

17．教職員の福利厚生施設の充実を要求します。


